
日本聖書神学校　神学基礎講座

2023 年度
 　   前期講座のご案内

〒 161-0033	東京都新宿区下落合 3-14-16
☎	03-3951-1102　FAX03-3951-3044
Email:	kyomu@jbts.ac.jp

アクセス

受講資格：　すべての教会信徒に開かれています（正規の神学校のカリキュラムの一部を開放するものです）。

　　　　　　※教職者の方はご遠慮ください。

定　　員：　若干名（定員になり次第締め切ります）　　

申込〆切：　2023 年３月 20日（月）　　

申込方法：　受講申込書に必要事項を書き込み、下記宛先まで郵送・FAX・Email にて送付してください。

受 講 料：　1 科目 15,000 円（但し通年科目（ギリシア語、ヘブル語）は 30,000 円（前期・後期の分納可。））

　　　　　　※お申し込みいただいた後、振込用紙をお送りいたします。　　　　　		

申込および問い合せ：　〒 161-0033	東京都新宿区下落合 3-14-16　日本聖書神学校　神学基礎講座係

	 	 　　　	☎ 03-3951-1101　FAX03-3951-3044　　Email:	kyomu@jbts.ac.jp

受講予定の方へのお願い

• 新型コロナウイルス感染症の状況や講師の事情
により、オンライン授業（Zoom）になる場合
もありますことご了承ください。
•	図書館の利用について ･･･ 講義の空き時間や待ち時間に本

校図書館を利用される方が多くいらっしゃいます。本校図

書館は、すべての教会信徒の方に開放されておりますが、

最初に利用登録が必要となりますので、初めてご利用され

る方はカウンターで予め利用登録（年間 2,000 円）をお願

いいたします。

•	講義の休講について ･･･ 講師の都合等によってやむを得ず

休講になる場合があり、受講回数が変更になる場合もござ

いますので、予めご了承くださいますようお願い致します。

また、補講が行われる場合もあります。

•	受講者の皆さんのレターボックス ･･･ 様々な連絡のために

用います。校舎１Fの奥に用意しました。

JR目白駅より徒歩約 10分



1

2023 年度神学基礎講座開講科目・日程表

2023年度神学基礎講座日程表（前期）
講　　座 曜日 時　　間 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回

●日本キリスト教史Ⅰ 月 18：50～20：20 4月10日 4月17日 4月24日 5月1日 5月8日 5月15日 5月22日 5月29日 6月5日 6月12日 6月19日 6月26日 7月3日 7月10日 *7月20日

●神学概論 火 19：55～21：25 4月11日 4月18日 4月25日 5月2日 5月16日 ＊5月23日 5月30日 6月6日 6月13日 6月20日 6月27日 7月4日 7月11日 7月18日

●旧約概論 18：15～19：45 4月5日 4月12日 4月19日 5月10日 5月17日 ＊5月24日 5月31日 6月7日 6月14日 6月21日 6月28日 7月5日 7月12日 7月19日

●キリスト教史Ⅱ 18：15～19：45 4月5日 4月12日 4月19日 5月10日 5月17日 ＊5月24日 5月31日 6月7日 6月14日 6月21日 6月28日 7月5日 7月12日 7月19日

●キリスト教教育 18：50～20：20 4月7日 4月14日 4月21日 4月28日 5月12日 5月19日 5月26日 6月2日 6月9日 6月16日 6月23日 6月30日 7月7日 7月14日

●新約時代史 20:30～22:00 4月7日 4月14日 4月21日 4月28日 5月12日 5月19日 5月26日 6月2日 6月9日 6月16日 6月23日 6月30日 7月7日 7月14日

＊5月23日（火）～5月24日（水）　短縮授業（ペンテコステ立証祈祷会のため）

通常は18:15-19:45の授業 ⇒ 18:15-19:30

＊日本キリスト教史Ⅰの第15回は、7月20日（木）18:15-19:45

（注）休講等により授業回数・授業日時が変更になる場合がありますのでご了承ください。

2023年度神学基礎講座日程表（通年科目）
講　　座 曜日 時　　間 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回

月 18：50～20：20 4月10日 4月17日 4月24日 5月1日 5月8日 5月15日 5月22日 5月29日 6月5日 6月12日 6月19日 6月26日 7月3日 7月10日

第15回 第16回 第17回 第18回 第19回 第20回 第21回 第22回 第23回 第24回 第25回 第26回 第27回 第28回

月 18：50～20：20 9月11日 9月25日 10月2日 10月16日 10月23日 10月30日 11月6日 11月13日 11月20日 11月27日 12月4日 12月11日 1月15日 1月22日

講　　座 曜日 時　　間 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回

金 20:30～22:00 4月7日 4月14日 4月21日 4月28日 5月12日 5月19日 5月26日 6月2日 6月9日 6月16日 6月23日 6月30日 7月7日 7月14日

第15回 第16回 第17回 第18回 第19回 第20回 第21回 第22回 第23回 第24回 第25回 第26回 第27回 第28回

金 18：50～20：20 9月15日 9月22日 9月29日 10月6日 10月13日 10月20日 11月10日 11月17日 11月24日 12月1日 12月15日 1月12日 1月19日 1月26日

（注）休講等により授業回数・授業日時が変更になる場合がありますのでご了承ください。

後期（9月～）開講予定科目 2023年7月上旬申込受付開始（8月下旬締切）

●旧約時代史 火 18：15～19：45

●教会音楽 水 18：15～19：45

●キリスト教史Ⅰ 水 18：15～19：45

●キリスト教と文学 木 18：15～19：45

●ギリシア語

●ヘブル語
※前期と後期で、時間が
変わります

水

金
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前
期
の
講
座

日本キリスト教史Ⅰ
担当：

戒能信生　講師
　日本プロテスタント・キリスト教史について、明治以降の各教派の伝道展開、教会形成を跡付けながら、こ
の国のキリスト教の特質を探ります。特に、それぞれの時期に活躍した伝道者・神学者・信徒などの個人の信
仰と思想、さらにその生涯の歩みに注目し、その著作に直接触れることを通して、歴史の中に生きたその足跡
に学びます。
　前期の「日本キリスト教史Ⅰ」と後期の「日本キリスト教史Ⅱ」と、実質的に通年で、明治期・大正期・昭
和期の三世代に渡るキリスト教史の流れを取り上げます。
　講義と受講生によるリーディング・レポートを組み合わせて授業を構成します。受講生たちの積極的な参加
を期待しています。

毎回、講義要録のレジュメを用意して配布します。主な参考文献は、最初の授業の際に配布します。

月曜日　18時 50分～ 20時 20分

教科書・参考書

講義日程：4月 10日、4月 17日、4月 24日、5月 1日、5月 8日、5月 15日、5月 22日、5月 29日、6月 5日、
6月 12日、6月 19日、6月 26日、7月 3日、7月 10日、7月 20日（木）（18:15-19:45）の全15回

講義計画
4 月 10 日	 ①講義「幕末期宣教師の来日と日本の教会の出発」
4月 17日　	 ②講義「新島襄とその時代」
4月 24日　	 ③受講生発題と講義「新島襄と思想と信仰」
5月 1日　 	 ④講義「海老名弾正とその時代」
5月 8日　 	 ⑤受講生発題と講義「海老名弾正の思想と信仰」
5月 15日　	 ⑥講義「植村正久とその時代」
5月 22日　	 ⑦受講生発題と講義「植村正久の思想と信仰」
5月 29日　	 ⑧講義「内村鑑三とその時代」
6月 5日　 	 ⑨受講生発題と講義「内村鑑三の思想と信仰」
6月 12日　	 ⑩講義「新渡戸稲造とその時代」
6月 19日	 ⑪受講生発題と講義「新渡戸稲造の思想と信仰」
6月 26日	 ⑫講義「矢嶋楫子とその時代」受講生発題
7月 3日		 ⑬講義「柏木義円とその時代」
7月 10日  	 ⑭受講生発題と講義「柏木義円の思想と信仰」
7月 20日（木）※補講⑮講義と討論「前期のまとめ」　※ 18:15-19:45

ギリシア語（通年）

新約聖書をギリシア語で読むための基礎的文法を学ぶ。講義終了時において、辞書などを用いてギリシア語原

典を理解できるようになることを目的とする。

【教科書】
【教科書】玉川直重著、土岐健治監修、『改訂新版　新約聖書ギリシア語独習』、キリスト新聞社、1999 年 12 月（初版）、2013
年 11 月（新装版）、4,400 円
【参考書】土岐健治著、『新約聖書ギリシア語初歩（改定新版）』、新教出版社、1999 年 7月、絶版（古書で 4,000 円前後）
	 なお、教科書に基づいた独習用のDVDを総務部で販売しています（19,440 円）。

担当：

菅原裕治　教授

教科書・参考書

講義計画

後期 9 月 11 日、9 月 25 日、10 月 2 日、10 月 16 日、10 月 23 日、10 月 30 日、11 月 6 日、11 月 13 日、
11月 20日、11月 27日、12月 4日、12月 11日、1月 15日、1月 22日の全28回

講義日程：前期 4月 10日、4月 17日、4月 24日、5月 1日、5月 8日、5月 15日、5月 22日、5月 29日、
6月 5日、6月 12日、6月 19日、6月 26日、7月 3日、7月 10日

（注）通年科目は、
1科目でも受講料は
2科目として扱いま
す。

月曜日　18時 50分～ 20時 20分

1.	 ギリシア語、発音
2.	 名詞（O変化・第二変化１）
3.	 動詞（現在）
4.	 名詞（O変化・第二変化２）
5.	 名詞（A変化・第一変化１）
6.	 名詞（A変化・第一変化２）
7.	 代名詞（人称代名詞）
8.	 代名詞（指示代名詞）
9.	 代名詞（再帰代名詞、強調代名詞、所有代名詞）
10.	 代名詞（疑問代名詞、不定代名詞、関係代名詞）
11.	 名詞（第三変化１）
12.	 名詞（第三変化２）
13.	 形容詞（母音変化）
14.	 形容詞（子音変化）、形容詞及び副詞の比較級
15.	 動詞（未完了過去）
16.	 動詞（未来）

17.	 動詞（不定過去）
18.	 動詞（現在完了）
19.	 動詞（過去完了）
20.	 動詞（中動態、受動態＜現在、未完了過去＞、

能動態欠如動詞）
21.	 動詞（中動態＜未来、不定過去＞）（中・受動態

<現在完了、過去完了＞）
22.	 動詞（受動態未来）（受動態不定過去）
23.	 動詞（不定法）
24.	 動詞（分詞１）
25.	 動詞（分詞２）
26.	 動詞（命令法）
27.	 動詞（接続法１）
28.	 動詞（接続法２）
29.	 特別動詞１
30.	 特別動詞２、数詞
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旧約概論
担当：

大石周平　講師
旧約聖書の構成や内容を、大まかな成立史を意識しながら概観します。読書課題として、死海文書の入門書に
触れていただきますが、その各頁に旧約聖書に関するごく基本的な情報があり、授業では各回はじめにそれを
拾い上げて肉付けします。基本的には講義形式で行いますが、適宜発表者を立てて、下記の「主題」に取り組
む予定です。発表者のため、参考書や資料を授業内で示します。授業後半には時間のゆるす限り、さらなる「副
主題」に取り組みます。主題・副主題と読書課題（予習）の箇所および日程の予定は、以下のとおりです（受
講者と相談しながら変更する可能性があります）。

教科書・参考書

【教科書】
池田裕『死海文書Q &A』（ミルトス、2000 年）【ISBN 4-89586-023-X】 を可能な限り各自購入しておいてください（1200 円＋税）
【参考書】
授業のなかで紹介します。適宜資料も配ります。※聖書は、どの翻訳でもかまいませんので、ご持参ください。

水曜日　18時 15分～ 19時 45分

講義計画

講義日程：4月 5日、4月 12日、4月 19日、5月 10日、5月 17日、＊5月 24日（短縮授業18:15-19:30）、
5月 31日、6月 7日、6月 14日、6月 21日、6月 28日、7月 5日、7月 12日、7月 19日の全14回

前
期
の
講
座

神学概論

担当：

佐々木潤 講師

講義計画

【教科書】	
『神学のよろこび　はじめての人のための「キリスト教神学」ガイド』（新装増補改訂版）アリスター・Ｅ・マクグラス著、芳賀力訳、
キリスト新聞社刊、4,000 円 + 税。
各自購入してください。同名の書籍をすでに持っている人は（新装増補改訂版）であることを確認してください。
【参考書】
教科書の記述の中に出てきます。

火曜日　19時 55分～ 21時 25分

キリスト教神学の基本を学びます。

講義日程：4月 11日、4月 18日、4月 25日、5月 2日、5月 16日、＊ 5月 23日（短縮授業 19:35-20:50、
5月 30日、6月 6日、6月 13日、6月 20日、6月 27日、7月 4日、7月 11日、7月 18日の全14回

教科書・参考書

1.	 教科書と、講義の進め方についての説明。

2.	 さあ、始めよう　（佐々木が担当）

3.	 第一章　信仰　　（受講者が担当、以下最後まで）　

4.	 第二章　神

5.	 第三章　創造

6.	 第四章　イエス

7.	 第五章　救い

8.	 第六章　聖霊

9.	 第七章　三位一体

10.	 第八章　教会

11.	 第九章　聖礼典

12.	 第十章　天の国

授業で取り上げる主題（含；発表課題）　 授業で掘り下げる副主題（講義・協議課題）　 　　教科書予習 　　日程
１  序 多声の交わりの書　	 	 創世記 11 章「バベルの塔」～古来の多様な解釈と影響　	 　　4/ 5
２  古代オリエントの表象世界　	 詩編 42 － 43 篇における「ワディ」の表象　	 	 第１～２章　 4/12
３  旧約聖書の詩文と散文　		 『サムエル記』を読む～歴史記述を枠づける詩文　　　	 　　〃	 　　4/19
４  『タナク』と『旧・新約聖書』　	 「十のみことば（十戒）」「シェマー」「黄金律」　　	 　　〃	 　　5/10
５  旧約聖書の言語　	 	 コンコルダンスの使い方～ケーススタディ「鳩」　	 第 2 ～３章　5/17
６  旧約聖書の本文 （マソラ、LXX 他） 「書き継ぎ（発展的加筆）」について（エレ 33:14-16）　　第４章（短縮授業）5/24
７  古代イスラエル宗教史の時代区分	聖書の同時代資料としての諸碑文を参照する　　	 　　〃 	 　　5/31
８  五書概観①　	 	 	 「祭司文書」における「神のかたち」（創世 1:27）　	 第 5 ～６章　6/7
９  五書概観②　	 	 	 出エジプト記３章 14節における「御名」の啓示　　	 　　〃 	 　　6/14
10 五書概観③ 　	 	 	 「規定の病」としてのツァーラト？ 　		 	 　　〃	 　　6/21
11 預言者概観① 	 	 	 「YHWHのみ運動」からいわゆる「一神教」へ 　	 　　〃	 　　6/28
12 預言書概観② 　	 	 捕囚期の預言者による王の特権の「民衆化」（イザ 41）	 　　〃	 　　7/ 5
13 諸書概観① 　	 	 	 『ルツ記』を読む～三つの視座を意識して	 	 　　〃	 　　7/12
14 諸書概観②　	 	 	 『詩編』の頌栄による「五分の五」　　	 	 　　〃	 　　7/19
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前
期
の
講
座

キリスト教史Ⅱ 水曜日　18時 15分～ 19時 45分

担当：

柳下明子　教授

「プロテスタント教会」の諸教派のルーツとなる宗教改革という出来事を学ぶことは、すなわち今立っている

私たちの教会の神学を学ぶことでもあります。16，17世紀を中心に、事件や神学思想を見てゆきます。

講義計画

教科書・参考書

【教科書】

フスト・ゴンサレス『キリスト教史　下巻　増補新版』新教出版社、2020 年

【参考書】

適宜紹介する

1.	 イントロダクション

2.	 ルネッサンス

3.	 ルターの改革　1）95カ条の提題

4.	 ルターの改革　2）礼拝・神学

5.	 ルターの改革の展開

6.	 ツヴィングリのスイス宗教改革

7.	 再洗礼派

8.	 カルヴァンの改革

9.	 カルヴァンの改革の展開

10.	 ローマ・カトリックにおける改革

11.	 イングランド宗教改革

12.	 ピューリタン革命

13.	 正統主義と敬虔主義

14.	 メソディズム

15.	 エキュメニカル運動

キリスト教教育
担当：

土肥研一  講師

講義計画

【教科書】	
後半にヘンリ・ナウエンの著作を共に読みます。下記の書を入手してください。
ヘンリ・ナウエン『愛されている者の生活　世俗社会に生きる友のために』小渕春夫訳、あめんどう、1999 年
【参考書】	
今橋朗「キリスト教教育」（『総説　実践神学』日本基督教団出版局、1993 年所収） 
ヘンリ・ナウエン『死を友として生きる』廣戸直江・土肥研一訳、日本キリスト教団出版局、2021 年

金曜日　18時 50分～ 20時 20分

　キリスト教教育とは、この世とは異なる「文化」（価値観・思考様式・心理的特性・行動様式等）を持つ「キ
リスト教共同体」が行う、教育的実践のことである。
　この実践は、教会学校教育に限定して理解されがちだが、説教・牧会・伝道など教会の営み全般を包含する
ものと捉えることもできる。そう考えると、教育の対象は子どもに限らず、全世代を覆うものである。
　本講義は後者の大きな視野を持ちながら、キリスト教教育の理論と実践について学ぶ。授業後半では、20 
世紀を代表するキリスト教霊性の指導者であるヘンリ・ナウエンの著書を共に読みつつ、「神の愛を伝える教育」
について考える。

講義日程：4月 7日、4月 14日、4月 21日、4月 28日、5月 12日、5月 19日、5月 26日、6月 2日、6月 9日、
6月 16日、6月 23日、6月 30日、7月 7日、7月 14日の全14回

教科書・参考書

1.	 イントロダクション

2.	 キリスト教教育とは

3.	 聖書的イメージと教育

4.	 物語の教育

5.	 意図的教育と無意図的教育

6.	 キリスト教教育の理論

7.	 カテキズム

8.	 生涯教育

9.	 死の教育、嘆きと教育

10.	 霊的形成

11 ～ 13．ナウエンに学ぶ

14．信仰の成長とは

講義日程：4月 5日、4月 12日、4月 19日、5月 10日、5月 17日、＊5月 24日（短縮授業18:15-19:30）、
5月 31日、6月 7日、6月 14日、6月 21日、6月 28日、7月 5日、7月 12日、7月 19日の全14回
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金曜日　20時 30分～ 22時新約時代史

いわゆる新約時代史すなわち紀元前 3世紀から紀元後 2世紀のギリシャ・ローマ史およびユダヤ史を概観する。

聖書内の証言に加え、考古資料や聖書外資料も適宜参照し、諸々の新約聖書神学的主題の歴史的な背景や新約

聖書における伝承および文書の成立の経緯を理解する際に必須である知識の獲得を目指す。 

【教科書】
指定しない。
【参考書】
・山我哲雄／佐藤研 『改訂版　旧約新約聖書時代史』 教文館 2012 年（第 3版：岩波文庫版もあり）
・上村静『旧約聖書と新約聖書』 新教出版社 2011 年
・M. ティリー /W. ツヴィッケル 『古代イスラエル宗教史――先史時代からユダヤ教・キリスト教の成立まで』（山我哲雄訳） 教文館 
2020 年
・E. シューラー 『イエス・キリスト時代のユダヤ民族史』（全 7巻。2023 年 3 月現在第 6巻まで刊行済）、小河陽ら（訳） 教文
館 2012- 年 〔英語版：E. Schürer, The History of the Jewish People of the Age of Jesus Christi 175 B. C. - A. D. 135). G. Vermes/F. 
Miller/M. Black (tr. and rev.), Edinburgh 1973-1987〕
・市川裕 『ユダヤ教の歴史 （宗教の世界史）』 山川出版社 2009 年
・杉本智俊 『図説 新約聖書の考古学 （ふくろうの本）』 河出書房新社 2021 年
・E. Stern(ed.), The New Encyclopedia of Archaeological Excavations in the Holy Land I-V. Jerusalem 1993 (I-IV), 2008 (V). 
その他適宜授業内に紹介する

講義日程：4月 7日、4月 14日、4月 21日、4月 28日、5月 12日、5月 19日、5月 26日、6月 2日、6月 9日、
6月 16日、6月 23日、6月 30日、7月 7日、7月 14日の全 14回

教科書・参考書

担当：

山野貴彦　講師

講義計画
扱う時代史的主題の範囲は以下のようなものとなる：
1. アレクサンドロス大王とディアドコイ（後継者たち）の時代
2. マカベア戦争およびハスモン王朝時代
3. 洗礼者ヨハネとナザレのイエスが生きた時代
4. イエス・キリスト派（いわゆる原始キリスト教）の時代
5. パウロが生きた時代とりわけ地中海世界の情勢
6. 第一次ユダヤ戦争とエルサレム神殿の崩壊
7. 神殿崩壊後の時代：ユダヤ人の宗教の再出発および新約聖書諸文書の成立
8. 第二次ユダヤ戦争とエルサレムの崩壊
9.  聖書正典の成立

へブル語（通年）

担当：

飯郷友康　講師
ヘブル語の、要点を教習する。

教科書・参考書

【教科書】
準備は不要。講義中に検討する
【参考書】
①　飯郷友康「『初級ヘブライ語』手抜 –– 文字、発音、数、動詞の基本形態 ––」『立教新座中学校・高等学校研究紀要』49、
2019 年 3月、42-50 頁
②　飯郷友康「『中級ヘブライ語』手抜 ─ 冠詞、接続詞、形容詞、名詞、前置詞、分詞と不定詞 ─」『立教新座中学校・高等学校
研究紀要』49、2020 年 3月、67-88 頁

以上の参考書は、下記URL からダウンロード可能（なるべく高性能のプリンターで印刷して、授業に持参すると便利）。
①　https://researchmap.jp/igo-tomoyasu/published_papers/32318925
②　https://researchmap.jp/igo-tomoyasu/published_papers/33555692

金曜日　前期 20時 30分～ 22時　　後期 18時 50分～ 20時 20分　※前期・後期で時間が変わります。

講義計画
講義の前半で、ヘブル語の要領をつかむ。後半で、旧約聖書のさまざまな章句を読み漁る。

後期 9 月 15 日、9 月 22 日、9 月 29 日、10 月 6 日、10 月 13 日、10 月 20 日、11 月 10 日、11 月 17 日、
11月 24日、12月 1日、12月 15日、1月 12日、1月 19日、1月 26日の全28回

講義日程：前期 4月 7日、4月 14日、4月 21日、4月 28日、5月 12日、5月 19日、5月 26日、6月 2日、
6月 9日、6月 16日、6月 23日、6月 30日、7月 7日、7月 14日

（注）通年科目は、
1科目でも受講料は
2科目として扱いま
す。



 
※ 申込〆切：2023年 3月 20日（月）  
※ 下記宛先まで FAX・メール・郵便でお送りください（メールの場合、本文に各事項を 
  記していただいてもさしつかえありません） 
ＦＡＸ  03-3951-3044  メール kyomu@jbts.ac.jp 
郵送先  161-0033 新宿区下落合 3-14-16 日本聖書神学校 神学基礎講座係 

 

神学基礎講座 受講申込書 

 

私は、日本聖書神学校主催の202３年度神学基礎講座の受講を申し込みます。 

 

202３年   月   日 

名前            （   歳） 

現住所 
〒 

     

受洗年月   年     月    

所属教会 
     牧師名 

教会  （                  ） 

電  話 
 

 

携帯電話 
 

 

Ｅメール 
（講師の都合などで休講になる場合の連絡先） 

受講科目 

 

 

 

 


